
中等科の教育について 学習院中等科 オンライン説明会2020

中等科 教務課長（教務・入試・広報担当）

井上 博行

少⼈数制で細やかに対応 【数学・英語】
クラスを分割（20名程度）

英語は中1から数学は中3で 習熟度別編成

英語で5名程度の取り出し授業

3年英語選択10のテーマから

教育内容を細分化して、専⾨的に学ぶ
【社会・理科】

社会(中)は、地理、歴史、公民

理科は、生物、化学、地学、物理

…それぞれ専門の教員が担当

読む・書くだけでなく、聞く・話すも
【国語・英語】

スピーチ、プレゼンテーション、
ディベート等

コミュニケーション力の向上を

近年は、およそ半数が学習院⼤学へ
半分は他の⼤学を受験します

学習院大学

推薦基準： 平常点＋高３実力テスト（9月／1月）

学部： ほぼ第１志望

他大学進学

国立、早慶上理ICU、医歯薬理工系、海外など

指定校、AO ・・・高3の11月に推薦／辞退

⾼2・⾼3の授業は、
６〜１０時間を⾃分で選択して将来へ

興味に応じて

中国語、ドイツ語、フランス語、古文、漢文・・・

書道、音楽、日本画、西洋画、工芸、体育・・・

他大学進学を視野に

数学の選択を基にクラス分けを実施・・・
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広⼤なキャンパスを利⽤して、
⾊々なクラブが活動しています

中等科

運動部 １２団体

文化部・同好会 １４団体

高等科

運動部 １８団体

文化部・同好会 １８団体

⾊々なクラブが、そこそこ活躍しています
全国大会出場

硬式テニス（中・団体）

囲碁（中・団体）

陸上競技（走高跳[中３全国5位／高２］，3000ｍ[中3]）

ホッケー（高）

関東大会出場、東京都8位入賞

卓球（中）、ラグビー（中）、水泳（中・リレー）

吹奏楽（中高）、馬術（高）、アーチェリー（高）など

様々な⾏事 ※2020年度は中⽌または変更

５月 長距離歩行（中２・山梨）、遠足（中1、中3）

６月 高等科 対 筑波大附属高校 総合定期戦（各校）

中等科クラスマッチ（球技会）

７月 ボート大会（高等科・クラス対抗）

臨海学校（中1・2年希望者/中3・高等科助手・静岡）

７月～8月 各部・同好会合宿（中高・各地）

８月 東北自然体験（中希望者・岩手）

９月 中等科運動会、沖縄研修（高2）

10月 修学旅行（中3・場所未定）、林間学校（中1・群馬）

11月 鳳櫻祭（ほうおうさい・中高文化祭）

高等科院内大会（球技会）、中等科クラスマッチ（球技会）

12月 柔道納会（高3・講道館）

２月 マラソン大会（高1・2年 10ｋｍ）

３月 スキー教室（高1・北海道）、スキー学校（中1・2希望者）

ニュージーランド短期研修（中2希望者）

ほか 観劇、芸術鑑賞会、OB講演会など

２５０席の⾷堂が、1年⽣から使えます
※現在、⾷堂は弁当販売のみ、他は⾃販機（パン・おにぎり）あり
人気メニュー

ラーメン[¥250] チャーシューメン[¥380]

カレー[¥270] カレー大盛[¥340] カツカレー大盛[¥440]

唐マヨ丼[¥370] 唐マヨ丼大盛[¥450] 

※栄養バランスの観点から、お弁当併用をお願いしています。

⼩さいトラブルは時々あります
⼩さい問題のうちに解決を図ります

生徒と主管・主管室

担任＝「主管」・・・5人の主管で200名の生徒を見る

主管室・・・ホームルームのすぐ横

問題発生時

本人たち、周りにいた生徒たちからよく話を聞く

保護者と連絡を取り合う

伝統の男⼦校であり、
のびのび⾃由な雰囲気です

これは見ていただくしかありません

「学校紹介動画」・・・「素」の生徒たちの姿です
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【2022⼊試の変更点】
第1回（2/2）募集70⼈→75⼈に変更
第2回（2/3）募集55⼈→50⼈に変更

感染拡⼤防⽌の観点から、
・衛⽣⾯の対策
・事前の検温など

WEB出願です 【2018-19⼊試から】

多くの学校で採用されているシステム

顔写真の登録が必要

出願手続、合格発表、入学金のお支払いまで

合格者は、WEB以外に書類の受け取り、提出あり

その他の注意点など
試験場で、色マーカーは使用できません

スマートフォン・携帯電話等の通信機器は、試験
場に持ち込めません

医師は常駐しますが、保健室受験はできません

試験のポイント

 ４科の合計点で合格者を決定（足切りなし）

 面接は行いません

 ２回受験者は同点内での繰上合格順位で
優遇されます


